
       つるみ在宅ケアネットワーク 第 20回合同勉強会報告書

日時 令和元年 9月 13日（金）19：00～21：00
場所 済生会横浜市東部病院 3階多目的ホール

19：00 開会あいさつ

           鶴見区医師会理事長  芝山 幸久

    あいさつ

           鶴見区福祉保健センター長  花内 洋 様

第 1部

19：10 鶴見区歯科医師会より 「訪問診療における医科・歯科連携について」

                 鶴見区歯科医師会長  佐藤 信二 先生

・「つるつるお口の相談室」

・訪問歯科健診

    鶴見薬剤師会より 「かかりつけ薬剤師について」

  鶴見薬剤師会 田辺薬局 薬局事業部 薬事行政室室長  河野 一規 様

・かかりつけ薬剤師とは

・かかりつけ薬剤師・薬局の機能

第 2部

19：30 テーマ：「慢性心不全とどうつきあうか」

        基調講演：済生会横浜市東部病院 循環器内科副部長  山脇 理弘 先生

        座長：佐藤医院 院長  佐藤 忠昭

                              

基調講演の内容

・心不全パンデミック

・心不全の定義と特徴的な症状

・心不全の診断

・心不全の原因及びその治療

・在宅でのケアと終末期医療の重要性

＊循環器病の最後の終着駅である心不全の患者様を、在宅でどうケアしていくのかのポイントや

ケアしていくには多職種連携が必須であることが話された。また、緩和ケアのあり方を考えてい

く大切さについても述べられた。

・質疑応答・意見交換

（心理士の活動実際・緩和ケアのあり方等 4題の質疑応答があった。）



【情報提供】

20：30～ 鶴見区役所からの情報提供

「オーラルフレイル予防で未病を改善」について

  高齢障害支援課 地域包括ケア推進担当係長  城内 佑 様

  高齢障害支援課 高齢者支援担当係長     國本 幹子 様

20：35～ 鶴見消防署からの情報提供

  救急担当係長消防指令  村木 秀臣 様

・熱中症データ（件数、発生時間・場所）

20：40～ 「サルビアねっと」について

  一般社団法人 サルビアねっと協議会 事務局長  安部 博 様

・参加施設、住民登録状況

20：45～ 「鶴見区在宅医療連携拠点報告」

     鶴見区医師会在宅部門   鈴木 志律江

・鶴見区在宅医療連携拠点「さわやか相談室」の報告

・連携ノートについてインフォメーション

・つるみ在宅ケアネットワーク公開勉強会のお知らせ

20：50～ 病院ならび参加の先生方のご紹介  

         鶴見区在宅医療連携拠点担当医師   佐藤 忠昭

20：55～ 閉会のあいさつ        

鶴見区在宅医療連携拠点担当医師   佐藤 忠昭

以下は第 1部.第 2部の出席状況

出席者数：130名

医師 17名 歯科医 7名 薬剤師 6名 行政 4名 社協 0名 医療連携室 33名

地域包括 19名 サービス事業所 44名

（当日出席者：11名 当日欠席者：19名）


